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秋田県内絵馬調査報告

高 橋

1はじめに

昭和52年に当館では美術部門展「秋Illの絵馬」

が開催された。このときの展示の主ilは当館ｲiⅡ究

報告第3号の中で太田和夫氏が「美術史上、とり

わけ地方絵画史の資料となる絵馬に主IIRをおい

た｡」Iと述べられるとおり、画人の絵馬に注

目するなど絵画史に重点をおいたものであった。

太田氏の報告は、県内の絵馬についての調査がほ

とんどなされていなかった状況の111で、14町村56

箇所の調査に基づき280点を超える絵馬について

報告したことにも大きな意義があり、調査データ

の中には人々の信仰心を強く反映した絵馬も数多

く含まれていたことが注目される。

またこの報告がなされた前年には木|||舟和慶氏に

よって当館研究報告第2号に県内の37点の船絵馬

についての調査内容が報告されている｡(2)この

当時刊行されていた自治体史誌では、「船絵馬」

についてほとんど注目されていなかったことから

も、この報告が県内における船絵馬研究の[I篇矢と

なったといっても過言ではない。

小稿における絵馬の調査も、この2細の報告を

出発点にしているが、近年の研究史をみると県内

の各市町村で絵馬の調査・研究・保存の動きが出

できたことが20年前とは異なる状況で、その成果

をふまえる必要がある。一例をあげると、「比|ﾉ1

町の絵馬』（3）『郷士の絵馬一中仙町郷土の絵馬写

真集一」（4）「絵馬と奉納額一二ツ井川の文化財14

－』（5）「協和町の絵馬」（6）「天王町の文化財一第

5集絵馬・扇額特集一』（7）『本荘市の神仏像」（s）

『岩城町の神社と絵馬』（9）「図録角館の絵馬I」

(10)などの報告書が刊行された。また大内川歴史

民俗資料館や協和町の大盛館など市|||]村の資料

館で絵馬の企画展が開催されるようにな')、一

般の人々が絵馬を目にする機会が多くなった。さ

らには昭和52年段階では6件に過ぎなかった市町

村の登録文化財になっている絵馬が、平成12年12
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ﾉﾘ現在では17件に及んでいる。これらのことは、

ここ数年の間に絵馬に対する関心が高まってきた

ことを示すものといえよう。自治体史誌において

も、『象潟町史史料編IJ(.1)で「船絵馬」という

項'三|が編され、町内の船絵馬についての悉皆調査

の結果が掲載されるなど、絵馬を貴重な文化財と

して報ずる傾向がより強くなったことを指摘でき

る｡

また、こうした動向とは別の視点から個別の神

社についての絵馬調査も近年報告された。|嶋田忠

一氏の「秋田市道川ｲ''1社（旧愛染堂）の絵馬」(12）

では道川神社（旧愛染堂）の歴史的変遷およびそ

の信仰のあり方を踏まえた上で、煙草断ち絵馬を

｢愛染明王の､愛欲を断ちきる本願に由来するもの

で、人の断ちたいと思う心をふん怒形となって助

ける意義と合致する」と述べている。|嶋田氏の指

摘するように、神社などの奉納される場において

そこにいかなる人々の信仰が介在したのかを、そ

の神社に伝わる縁起やIll来あるいは祭神や本尊な

どから分析していく視点は、秋旧県における絵馬

研究では従来あまり注目されなかったのではなか

ろうか。小稿ではこれらの調査・研究の成果を踏

まえた上で、県内の絵馬についての調査した基礎

データを提示するとともに、訓査に|際して注目さ

れた絵馬について二､三の問題点を提示したい。

2奉納年から見た絵馬

絵馬の研究において、奉納年に着目することに

はどのような意味があるのだろうか。小稿では絵

馬の全国における研究史の中で秋田県の絵馬の実

態を相対化するときに、秋田県の絵馬奉納の実態

にいかなる特徴があるのかを分析していくひとつ

の視点として、絵馬の奉納年を問題にする必要性

があるものと考えたい。

太田氏の前掲論文のtで､秋田県内最古の絵馬は

能代釣潟神社に奉懸されている元亀3(1572)年の
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｢裸馬遊泳図」であると報告されている。管見の

限りでは、現在でもこの絵馬よりも奉納年の,'｢い

絵馬は確認されていない。この絵馬については菅

江真澄の『かすむ月星」(13)の中に「城介実季い

まだをさなうおはしけるとき、おもきｿI'-Jにふした

まふを、父愛季つねにいのる槻|止音にふかき願ひ

をして、IIあらずやまふかろやかに、しぬくうい

のちをとぎめけるとなん」という記述があり、実

季の病気平癒を愛季が祈願して奉納したものでは

ないかとする伝承に関わる資料と考えられた。

能代市鶴形にある釣潟神社は、仁寿年!|｣慈覚大

師が、奥羽地方巡下のみぎり八重堀の頂きにあた

り天啓を得て草堂を結んだのに始まるといわれ、

Iﾘ1治時代以前は|リ通山宏大寺と呼ばれ修験の場で

あった。菅江真澄の『かすむ月星』では愛季が祈

願した観世音について「円通Illの額は)J舟和尚の

かけり。広大寺と額あれど、すすけたれば誰が害

るとはしらじ｡」と説明されておt)、現在の釣潟

神社のことを指すと考えられる。実際に、釣潟ﾈp

社では宝物として、月舟筆の「['J;UJlll」の扇額が

保存されている。

また、秋田家系mや安倍姓下|攻|氏系訓によれば、

実季は万治2年に84才で没したといわれてお0、

父愛季が絵馬を奉納したといわれる元旭3年は、

実季はまだ誕生していない。実季の兄で天正10

年に16歳の若さで早逝した業季は、没年から逆

算すると永禄10年の生まれとなり、元亀3年に

は6歳である。愛季が実季幼少時に、息子の病気

平癒を祈願して奉納したとする伝承は、「実季」

を「業季」と読みかえると、釣潟神社の絵馬と年

代がほぼ一致するが、この点は他の資料からの傍

証が必要である。また同時に、こうした伝承が生

じた時代背景を分析する必要があると考える。

絵馬の墨書の中は右側に「奉懸馬形二|ﾉE｣、

左側に「干時元亀三年壬申八月鬼宿信心旦那」と

ある。「鬼宿」はインドの星占いから起こった言

葉で鬼宿'三|とも呼ばれている。嫁収nの他は万事

に大吉とされている。また「信心旦那」という記

載は奉納者と関わりが深いものと考えられるが、

ここでは愛季が絵馬の奉納と|司年に、能代市母体

八I勝神社本社を再建していて、その棟札に「本願

大旦那安倍愛季」と記していることが注'三|される。

中世社会における「旦那」というIⅡ語がの解釈に
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も関わるので、この記載だけから愛季奉納を論ず

ることは慎重にしなければならないが、絵馬の墨

書からも愛季奉納を示唆する資料と考える。

この絵馬についてこれ以上の解釈は同時代の文

書から(i,することは難しいので、周辺資料によ

る裏付けが必要であろう。「能代市史資料編古

代．中世1J(M)ではこの絵馬に関わる周辺の資

料として「秋lⅡ風土記」と「寺内観音開帳略縁起』

をあげている。こうした資料の発掘と分析が今後

の課題となるだろう。

太田氏の報告ではこれに次ぐ奉納年の古い絵馬

として能代lli上母体八'勝神社の「黒購」「白膳」

(貞享2年）の2面、元禄期のものとして鹿角市

芦名ﾈIll社の「＃1馬図」（元禄8年)と大内町新沢八

il>勝神社の「松に脇」の2面をあげている。今回の

調査では1600年代の紀年銘を持つ絵馬として

は能代ill上母体八幡神社の「麿図」（貞享3年）

のもの1点を追加するのみである。しかしながら

｢本荘市のﾈ*仏像』の中には本荘市薬師堂の医薬

神社の「浦島太郎iaj(元禄2年）を始めとして

元禄年|川に奉納された絵馬10点が紹介されている

(表l参ii;{)。このことは、本荘市における洲査成

果の大きさの一端を示すものであるが、それと同

lIfに悉皆洲査の重要性を物語るものとも考える。

表lにあげた絵馬の特徴としては、奉納者が庶

民ではなく武l身階級（本荘市の絵馬はそのほとん

どが滞主奉納のものである）によって奉納されて

いることである。凹題も馬以外のものが多い。東

北地方の絵馬を概観すると、山形県米沢市の成烏

八tefill社の漆蒔絵ｲIll馬図（天文22年）や岩手県中

尊寺の漆蒔絵神馬El(永禄7年）という奉納年の

古い絵馬が報告されているが、秋IfIの絵馬はこれ

らほど古い紀年銘を持つものはない。けれども、

釣潟ﾈ'il社の「裸馬遊泳図」は先述したとおり安東

愛季の文書資料には見えない子供を思う心情を垣

|H1見える資料であるし、また他の藩主や武士が奉

納したといわれる絵馬も、家の繁栄や武運長久を

願う資料と見ることができる。

またⅢ題の｢I'に鷹を描いたものが数点あること

にも注目したい。元来鷹は、上級武士の贈答品と

して好まれており、東北地方は優れた膳の産地で

あったことからも、武将が絵馬の、題として膳を

好むことはうなずける。能代市の母体八I勝神社に
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奉納される3面の貞享年間の膳Nもこうした視点

から考えるべきであろう。(15)また、本荘市松ケ

崎八If綿神社の献上膳図（図版7)は、亀Ill藩主から

将砿へ献上する鵬の輸送安全祈願絵馬といわれ、

武士階級にとって職がいかに重要な画題であった

のかを伺う資料となる。（16）
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の前掲論文のtで報告されていた大漁祈願絵馬

に、猫干のデータを追加した。詳糸Illについては表

3の一覧を参照していただきたい。また『天王町

の文化IH第5集』の'I'に八郎潟で行われていた氷

下曳き網漁の様｣aをISいて奉納した絵馬が報告さ

れているがm版5)、この絵馬は干拓以前の八郎

潟における漁業の様子を伝える資料として貴重な

ものと考える。

林業関係の絵mやifV造業に関する絵馬について

は今|n|の洲査では確認できなかった。さらなる調

査が必婆な分りiであろう。

今|M|の洲査でﾘ'II味深かったのは、養蚕に関わる

絵mと、鍛冶屋にI出lわる絵馬である。前者は秋田

市飯島の飯川iIlllﾘl社の奉納されているもので、養

蚕に関わる工溌が11カットで描かれている（図版

6)。残念ながら奉納者および奉納年についての墨

銘はないが、地元の伝承によれば奉納した人物は、

江戸時代この地の川煎を勤めた保坂家の子孫であ

る保坂善太郎氏といわれる。保坂善太郎氏は過去

''1ﾐに｢偉功桑|刺居士｣の法名を記され、この地にお

ける養蚕のJ,'争礎を築いた人物といわれている。この

人物が奉納したとのI｣伝は信噛性が高い。また奉

納年についてはこの善太郎氏が死去した年が明治

IS年であることがMじ過去帳から判明しており、

善太郎氏が奉納したとする口伝を尊重する立場に

立てば、奉納年は|ﾘl治L8年以前である。また絵馬

3生業に関わる絵馬

秋川県|ﾉ1における生業にかかわる絵I!;について

の報告としては、農耕|xlに着IIした渡部景俊氏の

研究がある117)。渡部氏は秋Ill県|ﾉ1の10点の農耕

|xlを紹介しているが、この中で絵M3の形態をとっ

て社酢へ奉納しているものは、協ｲⅡ川'I'村神社の

農耕絵馬、増'11町教育委員会所蔵の耕作成就の額、

湯沢市束鳥海神社の農耕絵馬の3点が報告されて

いる。今l"lの調査の中で、従来報告されなかった

作業絵賜を数点確認することができた。

まず膿緋関係の絵馬については渡部氏の報告さ

れた3点のほかにもう3点の資料について報告す

る。î aは大|ﾉ1川小栗iLiwm社の絵Il;である(図

版12)｡裏1mの墨銘から明治34年に農事改良を祈願

して奉納されたことがわかり、裏而の墨銘や落款

から絵師は牧野雪倦と推定される。

2点|｜は中仙町小沼神社の皐11の図である。こ

の絵馬は裏[Hiの墨書から享保19年に奉納されたこ

とがわかる。右端にIⅡ植えの様子が縦糸|||に描かれ

ているが、中央から左側にかけては退色のため内

容が確認できない。

3点|｜は'I'仙町八Ⅱ市諏訪神社の農村m季図で

ある。この絵賜は11,'i和51年に奉納された新しいも

のである。四季それぞれの女性の作業の様子が描

かれている。絵師は鈴木操である。

次に漁業関係の絵馬について報告する。木崎氏
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の中に登場する人物の髪型に着目すると、男性の

髪型が、チョンマゲとザンギリ頭とが混在してい

ることがわかる。明治4年政府が散髪脱刀令を出

してザンギリ頭は許可されることになるので、絵

馬が奉納された時期も明治4年から18年の間に限

定して考えることができる。なおこの絵馬は絵の

具の剥落や傷みなどは少ないものの、後代に筆で

いたずら書きをした痕跡が数カ所残っているのが

惜しまれる。

また、養蚕の工程を示すものではないが、協和

町下荒川の白山神社には七福神が養蚕をしている

絵馬が奉納されている。毘沙門天が桑切包丁をふ

るい、大黒天がお金を数えるなど、それぞれの役

割が描かれている。

鍛冶屋の絵馬については昨年の鍛冶屋調査の中

で確認されたものであり、拙稿「金神様の信仰に

ついて」(18)において写真を紹介した。絵馬の画

題は中世の刀鍛冶宗近の逸話に因むものであり、

直接的に鍛冶屋の作業工程を伝えるものではな

い。しかしながらこうした絵柄が奉納され、人々

の祈Iﾂを形にするものであったことに、絵馬を奉

納することの裾野が広くなったことを語り得る資

料の一つになると思う。

4絵馬と奉納の場について

太田氏は前掲論文の中で絵馬研究に対して「美

術的な見方、民俗学の見方、歴史的な見方と広い

視野で調査していく必要があること」を述べてい

る。|嶋田氏の前掲論文もこの立場を「きわめて妥

当」と評iIlllしている。小稿における考察も広い視

野から絵馬をとらえて、様々な角度から分析する

必要があると考える。かつて五城'三II1IJ"高性寺の大

根絵馬について報告した拙稿i9に対して、|嶋田

氏は「つま|)高性寺が檀家や周辺の人々とどう関

わってきたのか、社会はどういう状況であったの

かという問いでもある｡」と述べられ（20)、「図柄

を中心として庶民の祈願や信仰の諸朴|を探ろうと

してきた」従来の絵馬研究に対して、その絵馬が

奉納された周辺の社会に対して歴史学的にあるい

は民俗学的に分析する必要性を説いている。この

節では、こうした観点に立って絵馬とそれが奉納

された社会の周辺について葦名神社の事例を紹介

したい。

鹿角市十和田山根にある葦名神社はかつて芦名

沢の観音様として馬産の神様、馬の守護神として

信仰を集めてきた。葦名神社にはこうした信仰に

ふさわしく多くの馬を描いた絵馬が奉納されてい

る。この神社の絵馬は、現在鹿角市の文化財とし

て133点が指定されている。

葦名神社は貞観3年8月創建し、その御神体は

慈覚大師が岩窟で刻ん安置し法華山芦名寺と名付

け「みちの<をかきわけゆけば芦名寺の栄うため

しに法の華山」という詠歌をのこしたとされる伝

承を持つ。(2,）

またこの神社には自分たちの身代わりとなって

生き埋めとなった2頭の馬にまつわる孫七長者の

息子と市兵衛館の姫との伝説が残っている。(22）

こうした伝承・伝説が秋田県内だけでなく岩手や

青森などの馬産地からも人々が馬を連れて参拝に

くる要因になったものと考えられる。葦名神社に

奉納される馬の絵馬には、馬産地であるという生

業上の理由に加えて地元の伝説が背景があるもの

と考えられる。

葦名ﾈ*社の絵馬の中で馬を描いた絵馬につい

て、馬の毛色・頭数・形態（草を食べる、歩く、

駆ける、繋ぐ等馬の描かれる様子)、奉納者の住

所・奉納年等に注目してまとめたのが表2であ

る。この63点の他にも確認可能なものがあったが、

今回の調査では奉納されている絵馬を動かさない

状態で調査したため、重なりあったもので表に入

れることのできないものも何点かあった。したが

って葦名神社の絵馬の全容を示すものではなくそ

の傾向を確認するためのデータであることを付記

する。

また表巾のl～15は神社の拝殿内に奉納してい

たものであり、16～63は絵馬堂に奉納されたもの

である。両者の絵馬を比較すると、拝殿内の絵馬

は江戸時代から明治期にかけての大絵馬であるの

に対して、絵馬堂のものはそのほとんどが小絵馬

であり、奉納年も大正から昭和のものに限定され

ている。
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最初に馬の頭数・形態について記すと、朱色の

親子馬(他色の馬の中に朱の馬をがffiかれたもの

を含む)が35面あることに注'三Iしたい。絵馬堂の

小絵馬に限定すると8割以上がこの形態である。

またこれら親子馬はすべてが歩行姿勢のもので、

繋ぎ馬や草||食馬がないことも特徴的である。一般

的には親子馬の絵柄は仔馬の成長と無事息災を祈

願したものといわれるが､参拝者に仔馬が生まれ

子孫の繁栄を願う意味合いもあったものと考える。

奉納年についてはII召和10年代のものが多く、とり

わけ旧4月17日のものが多い。これは神社の例祭Ⅱ

にあたり（現在は新暦の6月17El)例祭にあわせて

絵馬を奉納した人が多かったためと考えられる。こ

の例祭にはかつては絵馬売りや出店、ソバ屋が店

1)1-1きして繁昌したものだといわれる。また遠方か

ら参拝した人のために馬宿や馬喰宿が並んだとい

われる。(23）Ⅱ群1117年のものがとりわけ多い理由

については､地元の方の話では、ここはかつて軍馬

供給の地であったため､戦時に参拝する人が多かっ

たのではないかとのことであった｡実際に葦名神社

の脇には､軍馬供給の地に関わる慰霊碑がたてられ

ており、この地の役割の大きさを物語っている。

また､mm市史第3巻によれば､このｲ|ﾐは鹿角に農

林省馬政局の直轄する大湯匡|営牧野が設置される

ことが決まり、その整理工事に着手した年である。

(24）こうした行政上の動向とこの年に奉納された

絵馬が多いことと関係があったのか否か､こうした

行政政策との関わりの追求も今後の課題である。

ただし､個人的に推測するには昭和17年は第二次世

界大戦の戦況厳しい状況が続き、前年II月からは国

民勤労報国協力令が公布されるなど徴川人員が増

力||していった時期でもある。こうした状況の｢'二'で親

子で仲睦まじく歩く馬の姿に平和な社会を祈願し

たとは考えられないだろうか。もちろんこの前後に

も戦況厳しい状況は依然としてあったわけであり、

ii日和17年を特定する根拠としては甚だ脆弱な根拠

であり推測の域を出ないが､戦時下の状況で人々は

絵馬をどのような思いで奉納したのかという視点

から絵馬について考える必要性があると考える。

次に奉納者の住所については､そのほとんどが北

秋Ill郡内であったが､中には沼舘村(現雄物川Ill]-)な

ど遠方からの奉納もある。むしろ、ここでは地元芦

名沢村のものが7点に留まっていて､北秋川郡内広

域から奉納されていたことを指摘すべきであろう。

ただし､先述したとおり今回調査した絵馬は葦名ｲIP
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社の絵馬の全容ではないので､あくまでも傾向を指

摘するにとどめるが､地元の方の話では青森・岩手

からも多くの参拝者があったといわれ､現在でも例

祭の時には岩手県から参拝に来るNi体があるそう

である。|司社には､岩手県二戸郡荒沢村の漆絵馬が

奉納されているが､これらなどは､広域からの参拝

があったことを物語る資料と考えるべきであろう。

5おわりに

今年度後半に調査した絵馬について、概括的な

報告と、鹿角市葦名神社の馬の絵馬についての概

要報告を行ったが､多くの絵馬を見ていくと絵馬

の数だけ人々の信仰がそこにあることに改めて気

づかされる。洲査当初は絵の美しさや珍しさ、ある

いは著名な絵師の落款に興味を持ったが､むしろ

現在では素朴な絵馬の背景にある人々のいのりの

形を周辺資料から追うことにこそ絵馬研究の意義

があるようにwえる。もちろん著名な絵師が描い

た大絵馬に見られる美術的な価値を追究すること

も絵馬研究の課題のひとつと考えるが、自分はむ

しろその多種多様な画題から、奉納者の教養や社

会の流行がどのように反映されているかを考える

材料として大絵馬を考えていきたい。

今lmlの洲査では太田氏や木崎氏の先行研究で紹

介された絵馬の所在の一部を確認することに始ま

り、市町村の報告等の成果をある程度ふまえた上

で､未訓査の地域を調査することとなった。表4

に調査の概要をまとめたが､すでに調査報告のあ

ったものは紙Illlの術成上割愛した。

今回調査をしたデータに、既に報告のあるデー

タを付力IIすれば1500点を越えるデータがまとまる

ことになるが､それでもまだ県内の全体像を把握

するには至っていない。今後もこうしたデータの

蓄積がさらなる課題となる。

(註）
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